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　巻頭言　Foreword

電力の全面自由化が燃料電池の普及に及ぼす影響について考えてみたい。
我が国では、今年４月に電力小売市場が全面自由化された。従来から、工場やビルなど特別高圧・高
圧区分の大口需要家については自由化されていたが、今回、家庭や商店など低圧区分の需要家にまで対
象範囲が広げられたことで、全ての需要家が電力会社を自由に選べるようになった。全国で、低圧区分
の需要家は 8000 万件以上、市場規模は８兆円以上であり、電力全面自由化が日本社会に及ぼす影響は
非常に大きいと言える。
特に、電力全面自由化が定置用燃料電池の普及に及ぼす影響は極めて大きい。燃料電池には小容量で
も発電効率が高いという特長があり、また低圧区分は他の区分と比べて電気料金が割高であるという事
情もあるため、今回自由化対象に加えられた低圧区分の需要家こそが、定置用燃料電池の主なユーザー
層になるからである。実際、我が国で現在導入されている定置用燃料電池は、ほとんどが家庭用燃料電
池「エネファーム」である。また、2017 年度から市場投入が予定されている業務・産業用 SOFCにつ
いても、より多くの導入台数を見込めるものは商店などの低圧区分の需要家を対象とした小容量なもの
である。
電力全面自由化が定置用燃料電池の普及を加速する要因となる一例を挙げたい。大阪ガスでは、今年
４月の電力全面自由化とタイミングを同じくして、同社とガス使用契約を締結していることを条件に、
新型エネファーム（SOFCタイプ）ユーザーからの余剰電力の買取りを始めた。ユーザーには、家庭の
電力需要が少ない時にも常に効率のよい定格運転が可能となり、かつ余剰電力は発電原価以上の値段で
買電してくれるので、経済的メリットがある。また、大阪ガスとしても、同社が小売する電力の電源の
一部を安定した価格で確保できるというメリットがある。このようなスキームは、大阪ガスが低圧電力
の小売を行うからこそ成り立つものであり、電力全面自由化が、ユーザーとガス事業者の双方にとって、
エネファームの魅力を増した好例と言える。
昨年末のパリ協定を受けて、地球温暖化対策計画及び政府実行計画が策定され、天然ガスシフト、及
び都市ガス関連機器が網羅されるなど、天然ガスの利用拡大を通じて、実効性のある地球温暖化対策を
推進することが明記されている。また、エネルギー革新戦略や LNG市場戦略の実現に向けては、天然
ガスの普及拡大、市場の「厚み」を増していくことが必要であるとされており、経済性と環境性の両立
が可能なプラクティカルなソリューションとしての天然ガスへの期待のいっそうの高まりを感じる。中
でも、定置用燃料電池に対する期待は大きく、市場が自由化してもしなくても省エネ・省CO２効果は
変わらず、その普及拡大の社会的意義は大きい。
来年４月には都市ガス小売市場も全面自由化され、都市ガス業界を取り巻く事業環境は大きく変化す
るが、今後も、燃料電池実用化推進協議会（FCCJ）やエネファームパートナーズなどのような、メーカー
や他の関連業界と連携した組織と共に、燃料電池の普及拡大に貢献していく所存である。

電力全面自由化が燃料電池に及ぼす影響
The Impact of Full Liberalization of Electricity on Fuel Cells

一般社団法人 日本ガス協会　常務理事
多田　進一
Shinichi Tada

Managing Director, The Japan Gas Association
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新任挨拶　Newcomer

　平成 28 年度 第１回「燃料電池」誌編集委員会（2016 年８月開催）で、編集委員長への就任を承認頂きまし

た星　永宏（千葉大学大学院工学研究科）と申します。僭越ながら、就任のご挨拶をさせていただきます。

　私の燃料電池研究の端緒は、NEDOの「固体高分子形燃料電池システム技術開発事業／固体高分子形燃料電

池要素技術開発等事業／先導的基礎技術研究開発（後に次世代技術開発）」に採択された「ギ酸酸化反応を活性

化するパラジウムの表面構造の研究開発」です。幸いにも、その成果をまとめた論文は、自分の研究業績の中

で最多の被文献引用数となっています。その後、同志社大学の稲葉　稔先生をリーダーとするコンソーシアム

型NEDOプロジェクトに参画させて頂き、燃料電池の酸素還元反応の活性と電極触媒の耐久性を向上させ、触

媒への白金担持量を低減する研究開発に邁進しています。

　私の元々の専門は表面電気化学で、電極表面を分子・原子レベルで制御した単結晶電極を用い、電気化学環

境下での電極表面の実構造と反応活性の相関を明らかにして、電極触媒の活性と耐久性を極限まで高めること

を目標にしています。当研究室の強みは、実験室で白金、パラジウム、ロジウム、イリジウム、金、銀、銅、

白金合金などの多種多様な金属の単結晶面（高指数面）を作製できる点です。電気化学的手法で活性を評価す

るのと同時に、振動分光法・表面X線回折・プローブ顕微鏡（STM、AFM）を駆使して実構造を決定し、高

活性な反応場の構造を明らかにしています。近年は、単結晶面（高指数面）を用いて明らかにした高活性な構

造を表面に構築した構造規整ナノ微粒子を作製し、実用触媒の活性と耐久性を向上させる因子を解明する研究

も行っています。

　上記のように、私は固体高分子形燃料電池の電極触媒に特化した基礎研究を中心に活動してきましたが、「燃

料電池」誌は、電極触媒はもちろん、膜や触媒担体、MEAや発電システム、更には固体高分子形以外の電池

も網羅する燃料電池の総合誌です。

　今回の編集委員長への就任は、自分の知見を大きく広げる好機と捉え、職務を全うしたいと思います。幸い

なことに、編集委員会には、産業界・大学・研究所から、数多くの経験と素晴らしい見識を持った強力なメンバー

が参集しています。初めて編集委員会に参加し、編集委員の皆様の広い見識に感銘を受けました。編集委員及

び事務局、そして読者の皆様と共に、「燃料電池」誌を更に盛り上げて参りたいと思います。

　今後とも、「燃料電池」誌へのご支援を宜しくお願い申し上げます。

編集委員長就任挨拶

星　　永宏
Nagahiro Hoshi

千葉大学　大学院工学研究科　教授
Professor, Graduate School of Engineering, Chiba University



7燃料電池　Vol.16　No.2　2016

　エネルギー問題は現在、脱化石燃料、脱原発などの観点から、様々なメディアで毎日のよう

に採り上げられています。燃料電池はその解決策の一つとして重要視されており、2016 年には

トヨタの「MIRAI」に続いてホンダが「CLARITY FUEL CELL」を発売し、家庭用燃料電池（エ

ネファーム）も国内累積販売台数が 15 万台を突破するなど、一般家庭にも普及してきました。

私がこの燃料電池の研究を始めた頃（10 年程前）には、「燃料電池って一体何ですか」と質問

してくる学生さんや一般の方も多くいましたが、現在では燃料電池のCM等も放送され、もは

や「燃料電池」という言葉を知らない人はいないだろうと思います。

　しかしながら、現在の燃料電池は性能的にはまだ十分とは言い難く、より一層の効率化、低

コスト化が望まれています。そのために技術者は日々研究を重ねておりますが、既存のコンセ

プトによるシステム開発では性能が頭打ちになってしまうことも多々あります。このような時

は、既存の材料・システムを一から見直し、全く新しいコンセプトの燃料電池を開発することで、

技術のブレークスルーが達成できる可能性があります。

　本特集では、現在の燃料電池に用いられている材料とは全く違ったコンセプトで作成され

た「次世代燃料電池のための新規材料」の一部を紹介します。紙面の制限上、特に SOFCと

PEFCに関する技術として、セリウムを用いた固体酸化物形電気化学セル、SOFC用プロトン

伝導セラミックス、PEFC白金代替触媒としての窒素ドープカーボン触媒及び４・５族酸化物

系酸素還元触媒、芳香族炭化水素を導入した高温作動 PEFC用高分子電解質膜について掲載致

しました。これらの技術が開発されれば、性能面、コスト面で大きな飛躍が期待できます。本

特集が皆様の興味を掻き立て、更なる研究・開発の活性化につながれば幸いです。

2016 年秋号（Vol. 16 No.２）　特集主担当：徳増　　崇、森　　昌史
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